
  

過去問めぐり｜金沢医の正四面体 
 

【１】2021 金沢医科大学 後期医 

 

 図のような，1 辺の長さが 1 である 2 つの正四面体OABC ，ABDEがある。ただし，4 点 O，A，B，D は同

一平面上にある。線分OE と ABC△ の交点を P，線分 AE を 2 : 1に内分する点を F，線分OFと ABC△ の交点

を Q とする。 
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(3) 線分 PQ の長さは
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(4) P FQ△ と PEF△ の面積を最も簡単な整数比で表すと P F : PEF :Q△ △ さ しす である。 



  

【２】2019 金沢医科大学 後期医  

 

 図 1 のように，OA 2 ，OB 1 ， BOA 60  である平行四辺形OACBにおいて，OA の中点を M とし，BC

の中点を N とする。 NA と OC の交点を D とし，直線 BD と直線 AC の交点を E とするとき，
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 次に，この平行四辺形を線分 BM，MN ，NA で折り曲げて図 2 のような 1 辺の長さが 1 の正四面体を作る。

ただし，2 点 A，O が重なった点を P とし，2 点 B，C が重なった点を Q とする。正四面体 P MNQ において，
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